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【主な研究成果】
アルミニウムドロスの溶融・流動は、固液共存(半凝固)状態で、巨視的には粘性係数は一定ではなく、非ニュートン流体(降伏応力有りの塑性流体)として近似するのが妥当と考えられる。自由表面を明示的に扱うメッシュフリー法(SPH)が有用と考えられるが、降伏応力を入れても降伏未満で速度が厳密にゼロとなる「固体様停止」を安定に再現しにくく、微少なクリープ流動が残りやすいことが判明した。よって固液共存流体の停止・拘束をより明確に表現できるようにMPH-Iを用い、非ニュートン流体の流動と固体様停止を整合的に表わすことが望ましいと考えられる。本法では、物理的健全性(質量保存則と熱力学第二法則)を満たすために、空間離散化後の粒子運動方程式を解析力学的枠組み（拡張ラグランジュ方程式）に結びつけて構成された。アルミニウムドロスの種々の物性値が明らかになれば、より詳細な情報を提供できる見込みが立った。

【今後の展望】
固液共存体の動力学解析には、移動粒子流体力学（Moving Particle Hydrodynamics, MPH）法を採用し、Bingham流体を有限個の粒子の運動として表現することで、複雑な界面形状や分散相を含む非定常流れを対象とする。計算領域は、流体物性（密度、降伏応力など）および界面物性（界面張力、濡れ性に関わるパラメータ）を変更した系統的ケーススタディを実施する。本課題において工学的に有用な情報を抽出し、設計・運転条件に資する知見へ接続する。

【具体的な成果】
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